
プロフィール
１９３２年生まれ。学習院高等科卒業（幼稚園から
高等科まで在籍）。１９５３年東京大学法学部中途退
学・外務省入省。１９５６年プリンストン大学卒業。在
米国　特命全権公使、大臣官房外務報道官兼昭
和天皇御進講役等を経て１９９０年に国際連合日
本政府代表部　特命全権大使となる。２００３年学
習院女子大学長に就任。２００６年６月に学習院の
院長・理事長に就任。

　今回の院長メッセージは、特集「学習院と文学」
にちなみ、若き日の波多野院長と作家・三島由紀夫
とのエピソードをご紹介します。

この内容は、『読売新聞』平成22年11月25日（木）
朝刊にも掲載されました。

学園祭・文化祭を振り返って
　大学祭
　和祭 女子大学
　鳳櫻祭 高等科・中等科
　八重桜祭 女子中・高等科
　団体ピックアップ
学習院 News ２０１０
　「学習院グリーン元気プロジェクト2010」が

実施されました
学習院生涯学習センター 春期講座のご案内
各学校の入試関連情報
お知らせ－本誌『学習院広報』（冊子版）の

お届けについて－
キャンパスカレンダー（平成22年12月～平成23年3月）
編集後記
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三島由紀夫と私
特集：白樺創刊100年記念「学習院と文学」
　白樺同人と三島由紀夫が過ごした学習院の日々
　没後40年記念特別対談「三島由紀夫と学習院」
　作家：平野啓一郎氏×

大学文学部教授：中条省平氏　
―「学習院活字文化公開講座」が開催されました―

学習院 News ２０１０
　役員人事
　人事
　表彰・受賞
　訃報
　第4回学習院新長期計画推進審議会が開催されました
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学習院長　波多野  敬 雄
は た の よし   お

三
島
由
紀
夫
と
私

　作家の塩野七生氏が進学校の日比谷高校から学習院
大学に入って、学習院の勉強のやり方や単位の選び方が
自由なのに驚いた、と言っていた。彼女はその自由を活用
して優秀な先生の下でギリシャ・ローマの研究に専念した
ので今の塩野七生がある。学習院には自分の希望に沿っ
て自由に勉強して才能を伸ばした有名人が総理大臣、音楽
家、小説家等々数多い。その一人が三島由紀夫である。
　彼は学習院では私の7年上級だが俳句をやっていた兄
（波多野爽波）と親友で、また三島の弟が外務省で私の
遊び仲間だったこともあり、昭和32年だったと思うが米国・
ワシントンの大使館勤務の私を訪ねてくれた。そしてミュー
ジカルの「南太平洋」を観たいから案内しろ、という。私が
「あれはもうニューヨークの公演も終わっちゃいましたよ」
というと「まだどこかの町でやってるはずだ」と頑張る。
調べてみると車で4時間ほどの町でやっていて、主演女優
もお望みのミッチ・ゲイナーである。私が「案内するには
大使館を2日休まなきゃならない」と渋ると、三島は「僕も
大蔵省の役人をやっていたが君みたいな下っ端が2日くら
い休んだって大使館はぜんぜん困らない」という。やむを
得ず2日間ズル休みして車で案内したがたいへんご満悦
だった。
　ドライブの車中では日本の将来を憂い、また学習院の
将来を憂いていたのが記憶に残る。学習院についていえ
ば戦後初代の安倍能成院長作詞の学習院院歌が気に食
わないというのである。その出だしが、敗戦と共に古い学
習院は死んだが不死鳥の如く新学習院が生まれた、とい
うのであるが、三島は「古い学習院は死んでいない。100
年以上にも及ぶ歴史と伝統ある学習院、『気品とおおら
かさ』ある校風を護っていかなければならない」と繰り返
していた。私は将来学習院長になる、なんて夢にも考え
ていなかったので適当に話を合わせていたが、今になっ
て学習院院歌を歌っては三島の言葉を思い出す。
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